
アクアスの
おすすめボイラ薬品

脱ヒドラジン

特長

1. ヒドラジンに代わる、変異原化学物質ではない脱酸素剤を使用
しています。

2. 亜硫酸のように、ボイラ水の電気伝導率を上昇させません。

3. 中高圧ボイラにも対応できます。

変異原化学物質は生物のDNAの異常を
引き起こし、その作用は遺伝子毒性とも
呼ばれます。
変異原化学物質は発がん性物質とは限り
ませんが、その疑いがある物質です。
労働安全衛生法第57条の５に基づき国
が行った有害性の調査の結果、ヒドラジ
ンは強い変異原性が認めています。

変異原化学物質とは？

変異原化学物質「ヒドラジン」に
不安はありませんか?
アクアスではヒドラジンを使用しない、

安心ボイラ水処理をおすすめしています。
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変異原化学物質
ヒドラジン
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脱ヒドラジンボイラ薬品（脱酸素型）

用途 脱酸素剤主成分 製品名 性状 包装・荷姿

脱酸素剤 アミン類（ノンりん）
サビノールDH-3040

液体

17kgポリ缶

サビノールDH-1010

20kg（10kg×2個） 
バッグインボックス

食品工場対応脱酸素剤 天然有機化合物（ノンりん） サビノールBO

複合ボイラ処理剤
アミン類（含りん） アクアス◯RキレートMC-411

アミン類（ノンりん） アクアス◯RキレートMC-811

食品工場対応 
複合ボイラ処理剤

皮膜+天然有機化合物脱酸素剤 
（含りん）

アクアス◯Rソネット
BB-210、BB-220、BB-230

皮膜+天然有機化合物脱酸素剤 
（ノンりん）

アクアス◯Rソネット
BB-810、BB-820、BB-830

コージェネシステム用 
水処理薬剤 アミン類（ノンりん、微りん）

アクアスダイナ◯R

BG-500、BG-511、BG-513、
BG-520（微りん）

※  この他、亜硫酸ソーダを主成分とした食品工場対応ボイラ用脱酸素剤、防食皮膜によって腐食を防止する皮膜型ボイラ薬品も各種取り揃えて
います。詳しくは営業担当にご相談ください。


